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研究成果の概要（和文）：レクリエーションは、リハビリテーションに関連した効果のアウトカム、とくに患者の心理
（うつ、気分、情緒、活気）やバランス・運動機能、アドヒレンス（実行可能性や出席率）において、向上させる可能
性があることが示された。しかし、RCTは11編と少なく、当該分野の研究の推進が必要であることが明らかとなった。
 課題としては、「レクリーションの用語の定義と応用可能性」、「レクリエーションの効果に関するエビデンスの再
構築」、「科学的根拠に基づいた教育・啓発活動」、「教育・啓発に対するアカデミックな姿勢と倫理」が必要である
ことの４つを提案する。

研究成果の概要（英文）：Only eleven RCTs were identified, there is a potential for recreation activities t
o improve rehabilitation-related outcomes, particularly in psychological status, balance or motor function
, and adherence. 
Furthermore, there are four associated proposals (WREA) for sustainable and universal development of recre
ation. They are as follows: (i)"'Words' meanings and applications regarding to recreation", (ii)"Re-constr
uction of evidence of effectiveness on recreation", (iii)"Evidence-based public relation activities", (iv)
"Academic attitude and ethics toward education". Challenges to construct evidence and activities with ethi
cs and morals by leaders should be emphasized for future development of this field.
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代後半から「科学的根拠に基づい

た医療（EBM）」を発端とし、「科学的根拠に

基づいた･･･」という用語が頻繁に用いられ

るようになった。エビデンスを構築する世界

的な流れは、医学分野に留まらず、保健・福

祉・教育・刑事司法など、人を対象としてそ

の効果を明らかにしようとする研究分野全

体に伝播してきている。また、エビデンスの

構築と整理のために、研究デザインによって

エビデンス･グレーディングの考え方も認知

されるようになってきた。 

レクリエーションは、人文学・社会学・自

然環境学・芸術学などを包括する極めて広い

分野・領域ではあるが、教育的効果や心身に

及ぼす健康増進効果、あるいは治療効果を実

証するような研究の場合には、こうした考え

方が適応される。 

エビデンス･グレーディングでは、最上位

に「メタ分析を含むランダム化比較試験

（RCT）のシステマティック・レビュー

（SR）」で、次いで「1つ以上の RCTを含む

研究」となっている。したがって、レクリエ

ーションがもたらす効果を明らかにするに

は、RCTの研究成果を吟味する必要がある。 

また、エビデンスを見極めることは重要で

あるが、並行して普遍性（外的妥当性）も合

わせて検討すべきことが指摘されている。し

かし、レクリエーションに関してフィージビ

リティ理論を包括して評価したレビューは

行われていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、レクリエーションの RCTの SR
や各データベースにおける文献検索を中心
に行うことにより、レクリエーションの教
育･健康増進の効果に関するエビデンスを明
らかにするとともに、レクリエーションにお
ける研究方法論や教育・啓発のアジェンダを
明確にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、次の方法を中心に実施した。(1)
レクリエーションに関する RCT の SR、(2)医
学系データベース「医中誌 Web」を用いた文

献検索によるレクリエーションに関する論
文の特徴把握、(3) 医学系データベース
「PubMed」による文献検索でのレクリエーシ
ョン研究のナレイティブ・レビュー、(4)そ
の他、ハンドサーチに基づくレクリエーショ
ンのフィージビリティや教育・啓発に関わる
事項の考察を行った。 
 最終的に、以上のことから、レクリエーシ
ョン研究における研究方法と教育･啓発の方
法のアジェンダを 4点にまとめた。 
 
４．研究成果 
 本研究では、主に次のような研究成果が得
られたので、簡潔に概説する。 
(1)2012 年 5 月時点で、レクリエーションに
関する RCTは 11編あり、対象疾患としては、
脳卒中、認知症、パーキンソン症候群、後天
性脳損傷、慢性的な非悪性疼痛、思春期肥満、
高リスク出産、虚弱高齢者と多様であった。
介入方法は、電子ゲーム、音楽、ダンス、便
乗自転車、レジャー・教育課題などであった。
結論として、レクリエーションは、リハビリ
テーションに関連した効果のアウトカム、と
くに患者の心理（うつ、気分、情緒、活気）
やバランス・運動機能、アドヒレンス（実行
可能性や出席率）において、向上させる可能
性があることが示された。 
(2)「医中誌 Web」に掲載されているレクリエ
ーションに関する論文は、看護師や介護者が
職務として直面している入院患者や精神疾
患患者に対して、補完療法あるいは QOL を高
める効果を求めて、実施していることが明ら
かになった。 
(3)「PubMed」によるナレイティブ・レビュ
ーの結果、レクリエーション介入によって、
慢性疾患を有する子どもから高齢者までの
患者に対してのQOLやメンタルヘルスを明ら
かにしようとする研究が多かった。しかし、
コントロール群が設定されていなかったり、
コストや有害事象などを示していない研究
も多く、全体として研究の質の低さが明らか
となった。 

(4)ハンドサーチに基づくレクリエーショ

ンの教育・啓発の先行研究、ならびに(1)-(3)

の研究成果を踏まえて、各国における歴史・

政治・経済・宗教・文化国によって状況は異

なるが、レクリエーションの継続的、かつ普

遍的な発展のために、4 つの連動する提案

（WREA）をまとめた。 

① “Word’s meanings and application 

regarding to recreation” 

「レクリーションの用語の定義と応用可能

性」 

 もともとの「recreation」という言葉の意



味を正しく伝える必要がある。各国ともに、

個人の生活の質（Quality of life）が益々求め

られる時代になっているため、潜在的なニー

ズは極めて高いと考えられる。私たちは、そ

の応用可能性について、費用（cost）も含め

て便益（benefit）や効果(effectiveness)、効

用(utility)を真剣に考える必要がある。 

② “Re-construction of evidence of 

effectiveness on recreation”「レクリエーシ

ョンの効果に関するエビデンスの再構築」 

日本では、レクリエーションは過小評価さ

れている。それは、国民からは、「単なる遊

び」と誤解されているからである。他の領域

の研究者からも同じで、レクリエーションは

「アカデミックではない」と低く見られてい

るのが実情である。その対策として、私たち

は、「人間科学の共通言語」として、臨床研

究や疫学研究の手法を用いて、レクリエーシ

ョンの効果のエビデンスを構築することが

必要である。 

 実際に、レクリエーションの健康増進効果

や治療効果を示そうとする取り組みは日本

でも急速に行われ始めている。また、包括的

なレクリエーション指導の介護予防効果を

明らかにしたコホート研究や、免疫機能に及

ぼす効果を明らかにしたランダム化比較試

験もある。それらは、あえてレクリエーショ

ンの研究雑誌ではない社会医学の雑誌など

に報告されている。 

③ “Evidence-based public relation 

activities”「科学的根拠に基づいた啓発活動」 

レクリエーションの参加者を増やすため

には、従来からのビジュアル的な、感覚的な

広報活動は必要である。しかし、それらに加

えて、「このような心や体への健康増進効果

ある」「このような治療やリハビリテーショ

ン効果がある」というメッセージを伝えるこ

とが有効な広報となる。単なる娯楽・遊びと

いうだけでなく、直接的に自身の心やからだ

に良い効果を及ぼすことは、他人事でなく、

自身のこととしてリアリティーを持たせら

れるからである。また、子どもや若者を除き、

成人とくに高齢者が最も望んでいることは、

「健康で長生きすること」だからである。 

④ “Academic attitude and ethic to the 

education”「教育に対するアカデミックな姿

勢と倫理」 

 レクリエーションの指導者の養成や研修

会活動、直接住民への指導に際しては、その

実施方法と「楽しい」・「面白い」ことだけを

伝えるのだけは不十分である。私たちは、レ

クリエーションを実施することによって「期

待される成果」、つまり「目的」と「効果」

を明確に指導することが求められる。これが

アカデミックな態度である。 

また、自分たちにとって都合の良い情報だ

けを提供するのでなく、想定される有害事象

やネガティブな事項も隠さずに伝え、安全性

の維持と再発防止への努力も不可欠である。

これが、普及の根幹にあるべき、「教育倫理」

「指導者倫理」である。 
 上述の 4つの提案（WREA）が評価され、2013 
International Leisure Sports and 
Recreation Congress において、グランプリ
を受賞した。 
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